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エンジニアリングデータの文書化･グラフ化支援
システムの開発
Developmentof Design Document Generationand Graphlnterface

SupportSYStemSinEnglneering DatabaseEnvironment

図面作成に偏っている現行CADシステ､ムに対して,DBを中核とした統合化され

た設計支援システムへの要求が,工場の設計部門から出ている｡このようなシステ

ムのサポートを目的として,リレーショナルデータベース管理システムRDBlを応

用した,エンジニアリングデータのドキュメント化及びグラフ化支援システムを開

発した｡

本システムは,既存ソフトウェアを有機的に結合し,文書処理,グラフ処理,DB

処理及びドキュメント管理などの機能を包含した｡これにより,受注生産形態での

設計業務のように,過去の実績値を利用したり,定巧■柑勺な設計ドキュメントを繰り

返し生産する分野に適合する機能のサポートを図った｡本システムの適用により設

計ドキュメントの標準化の推進,品質の向上及び設計業務の生産性向上が期待できる｡

l】 緒 言

ハードウェアの発展によ†),従来コンピュータ化が困難で

あった非定Ji!±業務処理や高知能型処理など,新しい分野への

コンピュータの利用が盛んになっている｡このようなア7Uリ

ケーションの例としては,一般の事務作業に焦点を置いたオ

フィスオートメーション,管理者層を対象にした意思決定支

援システム,工場の設計業務を対象にしたCAD(Computer

Aided Design)などが挙げられる｡

従来,CAD化は,図面作成や技術計算などを対象に個々に

独立して進められてきた｡しかし,CADの普及につれ,図形

情報や製品の設計規格･実績情報などのエンジニアリングデ

ータ,及び原価情報などの管理データを統合化した設計支援

システム構築の要求が出てきている1)｡このためには,DB

(データベース)の概念か必要になり,これをEDB(エンジニ

アリングデータベース)と呼ぶ2)～6)｡EDBによる最大の利点

は,図1に示すように,情報の有機的関連付け及び有効利用

にある1)｡日立製作所は,DBを応用した設計業務合理化のた

めの下記機能の汎用サポートを目的として,エンジニアリン

グデータ文書化･グラフ化支援システムを開発した7)｡

(1)設計ドキュメントの作成機能

(2)DB検索結果のグラフ化機能

本システムでは,上記機能実現のために,DB処理,文書処

理,グラフ処理などの統合化を図った｡また,ドキュメント

管理をDB化することにより,ドキュメント情報の共有化を図

つた｡これらのDBの管理のために,RDBl(RelationalData-
base Managerl)8)を用いた｡本システムは,受注生産形態

のような,製品に関する過去の実績値を利用したり,定型的

な様式のドキュメントを繰り返し生産する設計業務に適用性

をもつ｡以下,本システムの構成及び特徴について報告する｡

切 設計ドキュメントの特徴

設計の各段階では膨大な資料が作成され,それらは次の2

種類に代表される｡

受注見積

設 計

加工組立

検 査

発送据付

メンテナンス

ロ
ブロダクト

データ

日

日

日

木村淳美* A亡ぶ㍑m才∬gm〟rα

中村史朗* 凡仇言｡Ⅳ｡んα肌以rα

小山田聡-** 5∂才｡ん乙Oyα仇α血

EDB(規格,実績,70ログクト

データなど)の参照

EDB

(エ妄≡妄三上三グ)

lプロダクi
l

し､データ

ここでは,プロダクト
データが段階的に
成長することを強
調するため,左側に
抽出して示Lた=

+___
実績データ+

_■′一′

完成品の情報が,
実績データとして
蓄積される｡

注:一･(業務の流れ),■◆(データの流れ)

図I EDBの段階的成長とフィードバック 各生産活動間のデータ

が有機的に関連付けられているため.各活動では前一芸の情報を貴大限に利用で

き結果の情報を追加する｡Lたがって,プロダクトデータは無王里なく段階的に

増加してゆき,更に完成時点で実績データとしてフィードバックされ,次の製

品生産時の参只召データとLて有効に活用される｡

*日立製作所システム開発研究所 **日試製作所十浦工場
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(1)設計図面

計画図,部品図,組立て図などの幾何形状を主とする資料

(2)設計ドキュメント

見積書,計画書,設計書などのコード化データを主とする

資料

現在,図面作成の機1戒化が進んでいるのに対し,設計ドキュ

メントは手作業が主である｡図2に,従来の設計ドキュメン

トの作成過程を示す(下記番号は,同図中の番号に対応)｡

まず,ドキュメントの標準化を実施し,定型の原紙を作成

する((丑)｡次に,規格書や実績データなどから,必要な設計
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注:略語説明 CAD(Comp=te｢AidedDesig=),PRS(圧力)

図2 従来の設計ドキュメントの作成方法 設計ドキュメントは.

主に人手によって作成されている｡これは,計算機化が個別対象に実施されて

右り.データの共用の認識が不足Lていたこと,及び多くの計算機技術の統合

を必要とすることが原因である｡

数1)図表:一般的には画,グラフ,図などがあり,作成方法(手書き,

計算機出力など)を問わないが.本システムでは,CADで作成さ

れた図形を対象とする｡
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値を計算し,その結果を原紙の空欄に書き込む((卦,(卦)｡ま

た,図表頬削)を所定の位置に切りばr)し(④),文章の訂正や

追記を行なう(⑤)｡最後に,この凍紙を複写して,ドキュメ

ントの1ページができ上がる(⑥)｡一つのドキュメントは,

このようにして作成したページの集合である｡

更に,ページは図3の例に示すとおり以下に述べる特徴を

もつ(項番は,同図中の番号に対応する)｡

(1)日本語の文章が使われる｡

(2)表やけい線を用いた帳票形式が現われる｡

(3)単位や数式などの特殊記号が現われる｡

(4)説明のために図やグラフが用いられる｡

(5)設計値など,製品ごとに異なる可変部分が現われる｡

このように,′受注生産形態での設計ドキュメントは,フォ

ーマットがある程度定型化されており,製品ごとに異なる部

分を変更して繰り返し利用する点に特徴がある｡

以上の特徴に加えて,設計分野に特有な以下の事項に対す

る考慮が必要である｡

(1)文書量が大量

(2)プログラム,図面などの既存財産の活用

(3)変更歴,リビジョンなどのドキュメント管理

6】 システムの概要

前章の特徴から明らかなように,設計ドキュメントの作成

をサポートするためには,文書処理,図形処理,データ処理

及びドキュメント管理の機能の包含が必要である｡更に,デ

ータ処理では,データの操作手段として,DB処理,端末入出

力処理などの機能が必要となる｡

3.1 システム構成

本システムの全体構成を図4に示す｡このうち,グラフ作

成機能以外は設計ドキュメントの作成機能に関係する｡本章

では,ドキュメント作成機能について述べる｡グラフ作成機

能に関しては5章で述べる｡

本システムは,原紙と作成済みの両者のドキュメントを管

理する必要があるため,ドキュメントを｢定義ドキュメント+

と｢生成ドキュメント+の2種類に分けて管理する｡｢定義ドキ

ュメント+は,2章で述べた原紙に相当しドキュメントの可変

部分が未決定の状態にある｡定義ドキュメントを構成する個々

の原紙を,｢フォーム+と呼ぶ｡｢生成ドキュメント+は,定義

ドキュメン.トの可変部分が決定され,特定の製品に対応する

ドキュメントである｡生成ドキュメントを構成する個々の(可

変部分にデータを設定済みの)原紙を,｢生成ページ+あるいは

単に｢ページ+と呼ぶ｡これらの情報は,RDI】18)を用いて,

ドキュメントDBとして管理される｡以下に,本システムの各

機能の概要について述べる｡

(1)ドキュメント定義機能

ドキュメント定義機能は,二大に述べる二つの役割をもつ｡

一つは,定義ドキュメントを確立し,その下に2章で述べ

たフォームの各要素を定義することである｡フォーム中の文

章は,ホスト形のワードプロセッサを用いて対話的に編集す

る｡フォームの可変部分は,｢可変フィールド+と呼び,次の

例に示すように｢?+で始まる名称を付加して,文章中に指定

する｡

可変フィールドの指定例

ポンプ 流量 ?STRS 圧力 ?PRSS

基礎ボルトの応力は,?OURYOKUである｡

本機能のもう一つの役割は,ドキュメントの生成手順を規

定することである｡一つの生成ドキュメントを作成するため
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本計算書は｢縦軸ポンプの耐震性についての計算書作成の基本方針+に基づいて計算を行な
､

＼

1･設 計 条 件
(1)

機 器 名 称
耐震設計上の
重要度分や

据付場所及び床面高さ

(m)
固有周期

(s)

(2)

水平方向設計震度 鉛直方向設計震度
ポンプ振動

による震度
最高使用温度

(Oc)

フクスイポンプ
タービンタテヤ
FLり【5.9

0,065 Cl､=0.35 Cp=0.02

注:り基準床レベルを示す｡

2.機 器 要 員 (3)

Wl

(kg)

W2

(kg)

W3

(kg)

El

(kg/mm2)

19,60012,56021,36024.600

巨2

(kg/mm2)
Eコ

(kg/mm2)
Gl

(kg/mmZ)
(g/恥

Gヮ

(kg/mm2)
mm4)

l2

(mm4)
19,500 19.500 7,530 7,500 7.500 2.605×1011 7.723×109

l3

(mml)

7.723×101(〕

Asl

(mm2)

2.526×105

As2

(mm2)

Asユ

(mmZ)

hl

(mm)

h2

(mm)
hコ

(mm)
D

(mm)
Aト.

(mm2)
F(基礎ボルト)

(kg/mm2)
9.982×101 1.520×105 3,200 5,300 3.400 3.550 1,609.5 21.6

3.結 論
(kg/mm2)

部 材 ネオ 料 応力 算出応力 許容応力

キソボルト SS41
引張り rh

f.(,=16.2

せん断 U■,=1.6

すべて許容応力以下であるので安全である｡

4.計 算 数 値

4.1固有周期

Tl=0.032

丁2=0.065

(s) (kg)
Fl､=〟

Ol､=34,188

エンジニアリングデータ文書化･グラフ化
支援システム

ドキュメント

定 義

ドキュメント

生 成

ドキュメント

出 力

ユーティリティ

リレーショナルデータベース

管理システムRDBl

図 形

フ ァ イ ル 抽出

ドキュメント

データベース

エンジニアリング

データベース

(ユーザー構築)

注:略語説明 RDBl(RelationalDatabase Managerl)

図4 システムの全体構成 本システムは,VOS3タイムシェアリング

システム環境で動作する｡ドキュメント･データベースの管理には,RDBlを

用いている0挿入図は･CADシステムで作成された図形ファイルから抽出する｡

エンジニアリングデータベースは,規格データや設計データを統合してユーザー

が構築する部分である｡

図3 設計ドキュメントの

ページの例 設計ドキュメ

ントは,川日本語文章,(2)けい

線表,(3)単位や記号などの特殊

文字,(4)挿入図などの固定部分

と,(5)製品の諸元や設計過程で

決定される可変部分から構成さ

れている｡

の手続を｢ドキュメント生成手続+と呼ぶ｡ドキュメント生成

手続は,更に複数の｢処理手続+から構成される｡処理手続は,

フォームの可変フィールドに値を設定する｢フォーム処理フリロ

グラム+と対応している｡この詳細は,次章で述べる｡

(2)ドキュメン,卜生成機能

本機能は,ドキュメント生成手続を実行し,生成ドキュメ

ントをドキュメントDBに登錨する｡

(3)ドキュメント出力機能

本機能は,生成ドキュメントをプリンタに印刷する｡ペー

ジ中の図表は,この段階で文章と併合される｡

(4)ユーティリティ機能

特殊記号の登録,CADで作成された図形ファイルからの挿

入図の抽出などのユーティリティ機能から成る｡

以上の機能を用いた本システムの利用手順を,図5に示す｡

システムの利用フェーズは,二つに分かれる｡ドキュメント

の定義フェーズは,特定の管理者がユーザーであり,生成フ

ェーズは,一般の設計者がユーザーである｡

3.2 ドキュメントデータベース

設計業務は非定型的な業務が多く,利用者が設計者自身で

あること,データの種類が多〈変化しやすいなどの特徴があ

り,EDB用のDI∋MS(Database Mana酢ment System)には,

従来のDBMSと比べて高度なデータ操作機能をもち,DBの

変化に対して柔軟性に富むRDBlが適している1)｡本システ

ムでは,このような背景及びドキュメントの完全性の保証,

プログラム開発･保守の容易性などを考慮し,RDBlを採用

している｡

ドキュメントDI∋の構成を,Entity-Relationship Mode19)を

用いて図6に示す｡以下に,主な内容について述べる｡

(1)定義ドキュメント,フォーム

定義ドキュメントの識別単位であり､二こに属するフォー

ムの共通な情報,及びフォ【ムの様式,文章,図領域,可変

舶



608 日立評論 VO+.66 No.8(1984-8)

フィールドなどの,フォーム構成情報をもつ｡

(2)可変フイ【ルド

可変フィールド及び共通フィールド(後述)の属性情報(デ

ータタイプ,サイズ,編集形式など)をもつ｡

外 字 作 成

挿入図抽出

ドキュメント定義

ドキュメント生成

ドキュメント出力

清 書

図面ファイル

ドキュメント

データベース

エンジニアリング

データベース

ドキュメント

定義フェーズ

ドキュメント

生成フェーズ

図5 システムの利用手順 システムの利用手順は,二つのフェーズに

分かれる｡ドキュメント定義フェーズは,ドキュメントの枠組みを登三録するフ

ェーズで,l種類のドキュメントに対L一度行なう｡ドキュメント生成フェー

ズは製品ニーとのドキュメントを作成するフェーズで,設計者自身が利用者である｡

ドキュメント

ページ

挿入図

定義

ドキュメント

フォーム

可変

フィールド

注:1思(認高完濃す｡掛糊は凱｡
m,乃は多数であることを表わしている｡

図6 ドキュメントデータベースの構成

複数のドキュメント生成手続が存在する｡また,

製品に対応した個々のドキュメントが生成される｡

のテーブルとして表現されている｡
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ドキュメント

生成手続

処理手続

定義ドキュメ ントに対Lて

一つの定義ドキュメントから

図の実体及び関連は,RDBl

(3)ドキュメント,ページ

生成ドキュメント及びページの情報をもつ｡一つの定義ド

キュメントに対して,複数の生成ドキュメントが存在する｡

(4)挿入 図

図形ファイルから抽出した挿入図の情報をもつ｡

(5)ドキュメント生成手続,処理手続

ドキュメントの生成手順に関する情報をもつ｡詳細は,次

章で述べる｡

田 ドキュメント生成

ドキュメント生成機能は,本システムでの中核機能である｡

フォームの可変フィールドに具体値を設定し､ページを生成

する｡更に,ページをドキュメント単位にDBに格納する｡す

なわち､‾文書処三哩とデータ処理及びDB処理を結合するキーコ

ンポ【ネントである｡

4.1 フォーム処理プログラム

フォーム処理7Uログラムは,生成対象とするフォームの種

類と可変フイ､ルドの導出方法を規定するためのプログラム

である｡フォーム処理プログラムは,処理手続と1:1に対

応し,FORTRANろ､･どの通常のプログラミング言語を用いて

記述され.下記の要素から成る｡

(1)DB処理部

DBMSのデ【タ操作言語を用し､て,DBからデ【タを検索

する部分｡

(2)デ【タ処理部

ホスト言語の機能により,データの演算･加.Lを行なう

部分｡

(3)フォーム処三哩部

フォ【ムの指定など,フォームからページに変換するため

に,フォーム利子卸文を用いた部分｡

表1に,フオ∵ム制御文の種類と機能をホす｡また,フォ

ーム処理プログラムの記述例を図7にホす｡
4.2 ドキュメント生成の実行制御方式

システムの利用手順で示したように,ドキュメント生成フ

ェーズは,設計者自身が利用する｡したがって,使用方法が

容易で信頼性の高い方式が要求される｡本システムでは,こ

のために対話処理をはじめとして,フォーム処理プログラム

の動的な実行制御,可変フィールドに対する豊富なサービス,

及びRDBlのトランザクション概念を利用したドキュメント

表l フォーム制御文一覧 フォーム制御文は,フォーム処‡里プログラ

ム中で用いられ,フォームの指定やフォーム中の可変フィールド値を設定する

などの機能をもつ｡

No. フォーム制御文 フォーム制御文の機能概要

l OPEN 指定されたフォームの処王里開始

2 CJOSE 指定されたフォームの処理終了

3 GETF 指定された可変フィールド値の端末入力

4 PUTF 指定された可変フィールド値の端末出力

5 SETF 指定された可変フィールドイ直のフォームへの設定

6 REFF フォームから,指定された可変フィールド催の読み込み

7 GETV 指定された共通フィールド値の端末入力

8 PUTV 指定された共通フィールドイ直の端末出力

9 SETV 指定された共通フィールドへのプログラム変数値の設定

10 R巨FV 指定された共通フィールドイ直のプログラム変数への設定
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① %OPEN FORMl

② %REFV 7SAKU,?REV

③?SAKU,?REVのデータを用し､て

データベース検索(RDBIEO+言語)

④ %GETF ?Wl,?W2,?W3

⑤ データベース検索データと端末入力データを用いて

設計計算(Host言語)

⑥ %+】NKBOLT(?SIB,7TAB,?FB,?QB)

⑦ %SETF ?P13,?ASl,?AS2

⑧ %SAVE PAGEl

⑨ %CLOSE FORMl
注:フォーム制御文は,実際

はCALL文で記述するが,

ここでは便宜上%OPEN
END などのように示している｡

注:略語説明 EQし(Extended O]erYJa[guage)

図7 フォーム処理プログラムの例 フォーム処理プログラムは.

FORTRAN言語などをホスト言語とLて作成される｡データベース処王里部(③),

データ加工･演算部((9),及びフォーム処理部(①,②,(軌(を～(卦)から構成

されている｡

DBの完全件の保証などにより対処している｡

ドキュメント生成では,まずドキュメントの生成対象を決

定するところから処理が始まる｡以下,図7のフォーム処理

プログラムを引用しながら,実行制御の方式について述べる

(以下の説明では,適宜,同図中の番号を引用する)｡

(1)まず,ドキュメント生或手続の先豆頁に指定されている処

理手続を得る｡処理手続には,対応するフォーム処理プログ

ラムや入出力ファイル情報などが保持されている｡これを一桂

に,入出力ファイルの動的な割当て,及びフォーム処理プロ

グラムの動的な起動を行なう｡

(2)フォーム処理プログラムは,OPEN制御‾丈を発行しフォ

ームの処理を開始する(①)｡次に,REFVにより共通フィール
ドの値を得たり((彰),GETFによr)端末から可変フィールド値

を入力する((彰)｡共通フィールドは,以下の目的で使用する｡

(a)フォームには現われないが端末からの入力が必要な場合

(b)フォーム処理プログラム間でデータの授受が必要な場合

これらのデータを用いて,DBの検索(③)や設計計算((亘)ある

し､は既存プログラムを動的に呼び出す((参)｡決定した可変フ

ィールド値は,SETFを用いてフォームに設定する((彰)｡最

終的に,SAVEを発行し,生成ページをDBに格納する(⑧)｡

(3)ドキュメント生成では,フォーム制御文をノ受け取ると,

可変フィールドの属性を参照し,次のような編集を行なう｡

(a)データの入出力形式から内部形式への変換,逆変換

(b)データの書式に従った編集

(C)フォーム中での,詰め,切り捨て,埋め字処理

(4)一つのフォーム処理プログラムの実行が終了すると,ド

キュメント生成は,ドキュメント生成手続から二大の処理手続

を取り出し,それに対応するフォーム処理プログラムの実行

準備を行なう｡このように,一つのドキュメント生成手続に

定義されているすべての処理手続を,順番に連続して実行す

ることにより,一つのドキュメントが生成される｡

本計算書は｢縦軸ポンプの耐震性についての計算書作成の基本方針+に基づいて計算を行なう

1.設 計 条 件

槻 器 名 称 耐震設計上の
重要度分類

据付場所及び床面高さ
(m)

固有周期

(s)
水平方向設計震度

7PNAME ?TATE

7YUKA

7丁 Ch=?CH

注:0基準床レベルを示すp

2.機 器 要 目

W】

(kg)

W2

(kg)

Wユ

(kg)
El

(kg/mm2)

E2

(kg/mm2)

E3

(kg/mm2)
G】

(kg/mmZ)

づ

(mふ1)
Asl

(mm2)

AさZ

(mm2)
Aト3

(mm2)

hl

(mm)

h2

(mm)

h3

(mm)
D

(mm)

3･結 論
(kg/mm2)

部 材 材 料 応力 算出応力 言午容応力

?BUZA ?BMAT
引張り rh=?SIB

せん断 り♭‾?TA〔]

すべて許容応力以下であるので安全である｡

4.計 算 数 値

4.1固有周期

(s)

4.2 基礎ボルトに働く力

(kg)

図8 フォームの例(一部分)?pNAME,?wl,?P13など,?で始ま

る部分が可変フィールドである｡このフォームから生成されたページが,はじ

めに示Lた図3である｡

図8は,図7のプログラムが処理するフォームの一部であ

る｡｢?PNAME+,｢?Wl+,｢?PI3+などが可変フィール

ドである｡このフォームから生成されたページが,はじめに

示した図3である｡?PNAMEが｢フクスイポンプ+,?PI3

が｢7.723×1010+というように,固有値に変換されてし､る｡

B グラフ作成支援

設計業務では,技術データや試験データなどの数値データ

を,グラフ化して検討する場合が多い｡したがって,グラフ

作成を計算機で支援する効果は大きい｡本システムは,EDB

の構築を前提としている｡EDBには,上記のような数値デー

タも含まれている｡したがって,グラフ化に必要なデータの

EDBからの検索方法が課題となる占一方､グラフの多様性に

こたえられるような,柔軟性･拡張性が必要となる｡

図9に,本システムのグラフ作成機能の構成を示す｡本機

能は,グラフ化データ作成コンポーネントとグラフ表示コン

ポーネントの,二つの部分に分かれている｡

(1)グラフ化データ作成コンポーネント

本コンポーネントには,コマンド処理機能,DBアクセス機

能,グラフインタフェース機能がある｡コマンド処理機能は,

ユーザーとの対話部分で,DBの検索に必要な情報を,次のよ

うなグラフ操作向きの入力方法で与える｡

(a)Ⅹ軸用,Y軸用のカラム,ソート(順序付け)の有無

(b) グルーピング用のカラム

(C)カラムの存在するD】∋及び検索の条件

DBアクセス機能は,これらの情報から検索コマンドを作成

し,要求データを内部に蓄積する｡グラフインタフェース機

能では,このデータをグラフ表示コンポーネントの形式に変

換する｡

(2)グラフ表示コンポーネント

本コンポーネントは,上記(1)から渡されたデータの表示を

行なう｡標準的なグラフパッケージと同時に,専用プログラム

47
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リ ン グ

データベース

グラフデータ

グラフ化データ作成

コンポーネント

コマンド

処 理

データ

ベ
ース

アクセス

グラ フ

インタ

フェース

●メニュー

●グラフ

△

引き渡し

函

専用グラフ作成

プログラム

会話形ビジネス

グラフ

パッケージ

図9 グラフ作成機能の構成 グラフ化データ作成コンポーネントは,

グラフ化すべきデータをデータベースから検索L,グラフ作成プログラムに引

き渡す｡グラフ作成プログラムの追加により,グラフ表示種類を拡張すること

が可能である｡

を追加することができる｡

本方式は非常にシンプルであるが,はじめに述べたデータ

入力と表示種類の課題に対して,有効な方法である｡

l司 結 言

設計業務のサポートを目的とした,エンジニアリングデー

タ文書化･グラフ化支援システムの構成及び実現方式に関し

て報告した｡本システムを実現するためには,文書処理,デ

ータ処理,データベース処理,ドキュメント管理,図形処≠聖

越文論

の機能を包含する必要がある｡本システムでは,文書処声里,

図形処理などに関しては,既存のソフトパッケージを活用し,

システムとして統合化する手段を用いている｡本システムの

適用により,設計業務の生産惟向上及びドキュメントの標準

化･品質向上が期待できる｡
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VTRは半導体,電子計算機と並び,情報

に対するニーズの増大と基本技術の進歩に

支えられて,市場規模はますます拡大し,

現在なお成長性の極めて高い事業分野とな

つている｡VTRの基本技術は,磁気テープ,
磁気ヘッド,走査機構,信号多重などで論

じられる磁気記録技術と,LSIで表現され

る回路技術であり,10年10倍の記録密度の

向上は,5～6年で新フォーマットの出現

を可能にしてきた｡この結果,VTRは次々

と′ト形化,長時間化され,より安価で性能

の良いものとなり,家庭用として本格化し

た現行÷in形は,テレビジョン録画ニーズ

に対するシステムとしてほぼ完成し,安定

な普及をみるに至った｡更に最近,メタル

粉テー70,メタル蒸着テlプなどの新記録

媒体を中心とするVTRの基本技術は,半導

体イメージセンサによる揖保技術とあいま

って,長年夢の製品とされていたビデオに
よるムービーシステムの実現を可能にする

レベルに至り,1980-1981年にビデオ機器

メーカー数社が,独自にこれらの新技術を

採用して,カメラー体形VTRの試作機とそ

の記録フォlマット案を相次いで発表し,

規格統一を提唱した｡

8ミリビデオ懇談会は,それらの提案を

受ける形で発足し(1982年3月19日設立),

ビデオ業界をはじめ,カメラ,オーディオ,

磁気テープ,電子部品など,諸業界から122

社(うち海外25杜)が参加し,規格化活動を

精力的に推進した｡その結果,発足1年後

に,テープ,カセット,記録跡パターン,

オーディオ,トラッキング及びNTSC,PAL

に対するビデオの各方式仕様がまとまり,

更にその1年後に,SECAMに対するビデ

オの方式仕様も決着し,これを同懇談会の

推奨規格として公開するとともに,IEC国

際標準化の審議に付託することとした(1984

年4月26日決定)｡

この標準化規格は,ムービーシステムと

しての小形･軽量化と編集複製などの機能

の多様化への対応と,欧州地域でのPAL,

SECAM間のソフトウエアの交信性が考慮

され,また,規格の永続性を高めるために,

最新の記録媒体,記録技術,カセット構造

などを採り入れ,今後更に関連技術の進歩

により,録画時間の延長も可能にさせてい

る｡また更に,このシステムが発展し広く

普及するために,特許権,工業所有権公開

の原則と,システムマーク使用に関するノ

ークレームの原則が確認されている｡
規格の特徴は次に述べるとおりである｡

(1)記録方式:回転2ヘッドクロスアジマ

スレコーディング,アジマス角±10度

(2)ビデオ記録方式:FM輝度信号/低域変

換色度信号多重記鈍 SECAMはPALへの

トランスコード記録

(3)オーディオ記録方式:回転ヘッドによ

るFM多重記録(1チャネル)及びPCM時間

圧縮記録(2チャネル),固定ヘッドによる

リニアトラック記録(1チャネル)

(4)ヘッドドラム径:40mm

(5)録画時間:90分(525/60テレビジョン

方式),60分(625/50テレビジョン方式)

(6)トラッキング方式:回転ヘッドによる

4パイロット検出

(7)使用テープ:メタル粉テープ及びメタ

ル蒸着テープ

(8)テープ幅,厚さ:8m,13/∠m

(9)カセット:95×62.5×15(mm)二重防塵

装置,自動内容識別孔付き
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